
ど
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う
�
刑

を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏

見
を
な
く
そ
う
�
犯
罪
被
害
者
と
そ

の
家
族
の
人
権
に
配
慮
し
よ
う
�
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵

害
は
や
め
よ
う
�
性
的
指
向
を
理
由

と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う
―
―
で
す
。

人
権
と
は
、
人
間
ら
し
く
生
き
て

い
く
た
め
に
、
社
会
の
中
で
認
め
ら

れ
て
い
る
大
切
な
権
利
で
す
。

し
か
し
、
現
実
に
は
、
世
界
各
地

で
人
種
差
別
や
難
民
問
題
、
武
力
に

よ
る
圧
政
な
ど
の
問
題
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
わ
が
国
で
も
、
部
落
差
別

や
外
国
人
差
別
、
性
差
別
や
子
ど
も

の
人
権
に
か
か
わ
る
問
題
な
ど
、
ま

だ
ま
だ
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
権
問
題
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

二
十
一
世
紀
は
「
人
権
の
世
紀
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
人
権
の
意
義
や
重
要

「
人
権
週
間
」
を
記
念
し
、
特
設

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
一
人

で
悩
ま
ず
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
12
月
20
日
�
午
後
１
時
〜
４

時
　
会
場
＝
市
役
所
３
階
31
会
議
室

内
容
＝
い
じ
め
、
体
罰
、
部
落
差
別
、

男
女
差
別
、
外
国
人
差
別
、
夫
婦
や

親
子
な
ど
家
庭
内
の
問
題
、
近
隣
間

の
も
め
事
、
悩
み
事
な
ど
　
相
談
員

＝
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

問
い
合
わ
せ
は
生
活
課
�
８

９
０
―
６
２
３
６
へ
。

性
に
関
す
る
知
識
を
確
実
に
身
に
付

け
、
日
常
生
活
で
も
人
権
へ
の
配
慮

が
で
き
る
よ
う
な
意
識
を
育
て
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
一

番
身
近
な
地
域
の
相
談
相
手
で
す
。

相
談
は
無
料
で
、
内
容
の
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

□
本
市
の
人
権
擁
護
委
員

―
―
敬
称
略
―
―

小
野
塚
智
勇
（
敷
島
町
）
平
田
雅
子

（
表
町
一
丁
目
）
梅
沢
朋
子
（
広
瀬

町
二
丁
目
）
金
子
恵
美
子
（
住
吉
町

一
丁
目
）
青
木
智
教
（
関
根
町
）
岡

喜
太
郎
（
二
之
宮
町
）
福
島
三
知
子

（
高
井
町
一
丁
目
）
小
林
友
栄
（
荒

牧
町
四
丁
目
）
綾
小
路
乗
正
（
元
総

社
町
二
丁
目
）
竹
茂
夫
（
朝
日
町
三

丁
目
）
戸
所
仁
治
（
総
社
町
二
丁
目
）

田
村
嘉
久
（
国
領
町
二
丁
目
）
菅
野

恵
子
（
上
佐
鳥
町
）

人
権
週
間
の
強
調
テ
ー
マ
は
、
�

女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う
�
子
ど
も

の
人
権
を
守
ろ
う
�
高
齢
者
を
大
切

に
す
る
心
を
育
て
よ
う
�
障
害
の
あ

る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
し

よ
う
�
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
�
ア

イ
ヌ
民
族
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を

深
め
よ
う
�
外
国
人
の
人
権
を
尊
重

し
よ
う
�
Ｈ
Ι
Ｖ
（
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル

ス
）
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
な

平成１４年１２月１日号　12

子どもも大人も１人の人権の重さは同じです（中央児童遊園で）

特
設
人
権

相

談

所

20
日
に
開
設
し
ま
す

12月4日から10日まで「人権週間」

昭和２３年１２月１０日、第3回国連総
会で世界人権宣言が採択。これを記念し
て、わが国では毎年１２月１０日の人権デ
ーを最終日とする１週間を「人権週間」
と定め、皆さんに人権尊重思想の普及と
高揚を呼び掛けています。


